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論  文  名 意思決定における自律と最善の利益 
本論文は、生命倫理学における中心的課題の一つである意思決定の問題について、高齢者における
事前指示の問題などで問われる「自律」と「最善の利益」の問題に焦点を合わせ、従来の論争状況を
丹念に跡付けながら独自の解釈を対置し、本人に自律をより広く採る立場に哲学的基礎を与えたもの
である。本論文は、自律についての理論的考察を行う第一部と、具体的な場面として高齢者などにお
ける事前指示代理決定の問題について論じる第二部から構成される。 
第一部において、まず論者は反省する能力に基づく従来の自律概念として G・ドゥオーキンにおけ
る第１階欲求と批判的に反省する第２階欲求との区別に基づく自律概念をとりあげ、それが相互尊重
の基礎となる一方で、固定し一貫した価値に照らした高次の認知的な反省を前提とすることの問題性
をもつことを浮き彫りにする。次に、この問題の代表的論者であるビーチャムの議論を検討し、自律
的であるためには、意図的であり、理解されており、他からの統制的影響がないという三条件で十分
であることを明らかにする。さらに論者は、最近のヤヴォフスカの議論をもとに自律的行為の基礎と
なる価値や反省について検討を続け、患者の選択が、複合的な感情的態度である関心に基づく最低限
の反省を確保することで最小限の自律的決定の条件が満たされるとする独自の観点を提示する。 
第二部では、自律を欠く、あるいは対応能力を欠くと判断される人（幼い子ども、病気の末期にあ
り意識が朦朧としている状態、遷延性意識障害状態、認知的機能に影響する慢性的抑鬱症、精神疾患、
認知症など）に関する治療選択のための、代理決定の問題が取りあげられる。この場合、もはや患者
自身の現在の自律的選択にそのまま依拠した意思決定はできないため、代理決定者が患者にとってど
れが最もよい選択なのかを決定することが主張されたりする。しかし、認知的機能は弱まっているが、
意識や他の諸能力は保持している患者の場合には、何に基づく代理決定が必要かは困難な問題であ
る。本論文では、認知的機能が弱まっており対応能力を欠くが、意識や他の諸能力を保持する認知症
患者において、治療選択における自律尊重と最善の利益の位置づけが綿密に考察され、第一部で提示
された自律決定の条件がその場合に有効であることが明らかにされる。 
以上の論述は先行研究を綿密に吟味しながら、代理決定の現実的問題をも参照しつつ論者の主張を
論証したものであり、その成果が生命倫理学研究の発展に大きく寄与するものであることは疑いを容
れない。よって本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認
められる。 
 
